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児童養護施設 三ヶ山学園　野村充

　2歳から18歳の子供たちの生活の場となる児童養護施設で
ある。「大きな家」をデザインコンセプトにし、感受性豊かな
子供たちが自然を感じながら気持ち良く暮らせる施設のデザ
インを目指した。
　敷地外周部に居室群を並べ、中央部にできるヴォイドを大
きなコモンスペースにする配置計画とした。コモンスペースの
1・2階は吹抜けのあるリビング・ダイニング・フリースペース
で、緑や自然光に溢れる温かな空間とした。3階はルーフガー
デンにし、子供たちの屋外での遊びのスペースとしている。各
階はテラスやルーフガーデンを介して視覚的に関係づけられて
いる。全ての生活動線をコモンスペースを巡る位置に配置し、
子供たちの自然な交流や活動が触発されるように考えた。
　外壁と屋根には外断熱工法を採用し省エネルギーを図って
いる。外装は手作りの感触が残る特注のせっき質無釉タイル
貼り仕上げとし、タイル壁面から突出した居室部分は再生木
のルーバー仕上げとした。内装床はパイン無垢材フローリン
グの植物性オイル仕上げで、子供室の家具類もパイン材の
特注品とした。子供たちの感性を刺激する設えとして、アート
作家に依頼したオブジェとガラスモザイクのベンチを設置し
ている。
撮影：名執一雄　第58回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■建物データ
設　　計：野村充建築設計事務所
施　　工：東亜建設工業
所 在 地：大阪府貝塚市東山2-1-1
竣　　工：2010年
構造規模：鉄筋コンクリート造
　　　　　一部鉄骨造 地上3階
敷地面積：1,736.62㎡
延床面積：2,089.89㎡

■プロフィール
1948年 三重県生まれ
1970年 京都工芸繊維大学卒業
1970年 竹中工務店入社
1980-81年 J.ポルシェック、P.グラック＆
　　　　　 アソシエイツ（ＮＹC）
2006年 野村充建築設計事務所設立
現在 関西学院大学総合政策学部
　　 非常勤講師



　

お
り
し
も
、
村
野
藤
吾
の
日
本
興
業
銀
行
本
店

と
時
を
同
じ
く
し
て
、
そ
の
わ
ず
か
二
か
月
後
の

一
九
七
四
年
三
月
に
、
す
ぐ
南
隣
の
街
区
に
建
ち

上
が
っ
た
の
が
、
前
川
國
男
の
東
京
海
上
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
本
館
で
あ
る
。
今
か
ら
考
え
て
も
、
こ

の
性
格
の
異
な
る
ふ
た
つ
の
ビ
ル
が
同
時
代
に
完

成
し
た
と
想
像
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
背
景
に

あ
っ
た
の
は
、都
市
計
画
上
の
一
大
転
換
だ
っ
た
。

　

一
九
六
三
年
、
そ
れ
ま
で
長
く
日
本
の
都
市
景

観
を
大
き
く
規
定
し
て
き
た
軒
高
三
一
ｍ
と
い
う

建
物
の
絶
対
高
さ
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
建
物
の
大

き
さ
を
敷
地
面
積
に
対
す
る
延
床
面
積
の
割
合
に

よ
っ
て
規
制
す
る
容
積
率
制
が
導
入
さ
れ
る
。
こ

の
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
の
敷

地
も
容
積
率
の
限
度
は
一
〇
〇
〇
％
と
定
め
ら
れ

た
。
そ
ん
な
条
件
下
で
、
村
野
は
従
来
の
や
り
方

を
踏
襲
し
、
敷
地
の
大
き
さ
の
ま
ま
建
物
を
立
ち

上
げ
、
建
物
の
エ
ッ
ジ
︵
外
形
︶
が
街
区
を
形
づ

く
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
一
方
、
前
川
は
、
容
積

率
の
考
え
方
を
積
極
的
に
活
か
し
、
建
物
を
超
高

層
ビ
ル
と
し
て
垂
直
に
建
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
敷
地
の
三
分
の
二
を
広
場
と
し
て
開
放
す
る

こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
既
存
の

街
並
み
に
信
頼
を
置
い
て
建
築
の
外
観
の
表
情
に

賭
け
よ
う
と
す
る
村
野
と
、
敷
地
一
杯
に
建
て
ら

れ
て
い
た
こ
と
で
こ
れ
ま
で
実
現
が
不
可
能
だ
っ

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
を
敷
地
の
中
に
確
保

し
、
建
築
に
よ
っ
て
居
心
地
の
良
い
都
市
へ
の
転

換
を
果
た
そ
う
と
す
る
前
川
と
の
違
い
が
象
徴
的

に
表
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
建
築
が
都
市
に
ど

う
貢
献
で
き
る
の
か
と
い
う
共
通
の
問
い
に
、
村

野
と
前
川
は
異
な
る
考
え
方
で
挑
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
東
京
海
上
ビ

ル
に
は
、
村
野
が
サ
ー
リ
ネ
ン
に
連
な
る
よ
う

に
試
み
た
重
厚
さ
と
陰
影
が
備
わ
っ
て
い
る
。
前

川
は
、
竣
工
直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︵﹁
前
川
國

男
東
京
海
上
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
本
館
を
語
る
﹂﹃
新

建
築
﹄
一
九
七
四
年
六
月
号
︶
の
中
で
、
焼
き
物

の
赤
い
タ
イ
ル
を
打
込
ん
だ
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
・
パ
ネ
ル
を
用
い
た
格
子
状
の
柱
梁

で
外
周
を
取
り
囲
ん
だ
特
異
な
外
観
に
つ
い
て
、

﹁
ぼ
く
は
ぺ
っ
た
ん
こ
な
陰
影
の
な
い
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
は
い
や
な
の
で
す
。
何
か
つ
ま
ら
な
い

な
あ
と
い
う
感
じ
が
す
る
の
で
す
﹂
と
語
り
、
長

方
形
を
ず
ら
し
た
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
外
観
に
入
隅

の
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、﹁
入

隅
の
ほ
う
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
空
間

に
ち
ょ
っ
と
執
着
が
あ
っ
た
の
で
す
よ
。
何
か
袋

み
た
い
な
と
こ
ろ
が
ほ
し
い
と
い
う
気
が
し
て
い

た
の
で
す
﹂
と
述
べ
て
、
意
識
的
な
デ
ザ
イ
ン
を

施
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
設
計
担
当
者
の
一

人
も
、
前
川
の
考
え
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書

き
留
め
て
い
る
。

　
﹁
前
川
先
生
は
超
高
層
ビ
ル
が
巨
大
な
モ
ン
ス

タ
ー
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
警
戒
し

て
い
た
よ
う
に
思
う
。︵
中
略
︶
五
〇
〇
坪
前
後

が
オ
フ
ィ
ス
の
一
フ
ロ
ア
と
し
て
適
切
で
あ
る
こ

と
、
あ
る
い
は
建
蔽
率
が
一
／
三
を
超
え
て
は
い

け
な
い
と
い
う
先
生
の
判
断
は
、
そ
れ
は
そ
れ
な

り
に
理
屈
の
合
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
だ
け
れ
ど

も
、
な
か
で
も
そ
う
押
え
る
こ
と
で
積
み
上
げ
ら

れ
た
時
の
タ
ワ
ー
が
ほ
ど
良
い
姿
に
な
る
こ
と
を

さ
ぐ
り
寄
せ
て
い
た
の
だ
と
い
う
気
が
す
る
。︵
中

略
︶
平
面
を
単
純
な
セ
ン
タ
ー
コ
ア
に
し
な
い
で

雁
行
さ
せ
て
い
る
の
も
︵
中
略
︶
四
角
の
箱
と
し

て
無
愛
想
に
立
ち
つ
く
す
超
高
層
を
出
来
る
だ
け

優
し
い
姿
に
し
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
が
見
据
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
サ
ッ
シ
ュ
を
柱
か
ら

離
し
て
芯
か
ら
七
五
㎝
後
退
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ

も
そ
う
で
あ
る
。
熱
付
加
の
軽
減
、
ガ
ラ
ス
掃
除

の
安
全
性
確
保
、
避
難
通
路
の
確
保
等
々
だ
け
で

も
、
柱
芯
に
サ
ッ
シ
ュ
を
つ
け
た
場
合
の
約
一
割

の
床
面
積
を
失
う
理
由
と
し
て
は
充
分
見
合
う
は

ず
で
あ
る
が
、
仮
に
見
合
わ
な
く
て
も
彼
は
後
退

さ
せ
た
に
違
い
な
い
。﹂︵
大
宇
根
弘
司
﹁
東
京
海

上
ビ
ル
雑
感
﹂﹃
建
築
﹄
一
九
七
四
年
六
月
号
︶

　

良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
ビ
ル
は
、

日
本
初
の
超
高
層
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
の
、

皇
居
を
見
下
ろ
す
と
の
理
由
か
ら
美
観
論
争
に
巻

き
込
ま
れ
、
結
果
的
に
当
初
の
高
さ
一
三
〇
ｍ
の

頭
を
削
ら
れ
て
一
〇
〇
ｍ
で
許
可
が
下
り
、
よ
う

や
く
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
前
川

は
完
成
し
た
超
高
層
ビ
ル
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で

見
つ
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
竣
工
直
後
の
別
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
そ
の
こ
と
を
質
問
さ
れ
た
前

川
は
、﹁
と
に
か
く
﹁
巨
大
な
も
の
﹂
と
い
う
も

の
に
対
し
て
は
、
非
常
に
な
ん
と
い
う
か
こ
の
ご

ろ
一
つ
胸
に
つ
か
え
る
も
の
が
あ
る
の
で
す
ね
﹂

と
だ
け
言
葉
少
な
に
答
え
て
い
る
︵﹁
東
京
海
上

ビ
ル
に
つ
い
て
﹂﹃
建
築
﹄
一
九
七
四
年
六
月
号
︶。

　

そ
う
慨
嘆
し
た
前
川
の
思
い
を
は
る
か
に
超

え
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
周
囲
の
建
物

は
次
々
と
二
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
超
高
層
ビ
ル
へ

と
建
て
替
わ
り
、
丸
の
内
の
都
市
景
観
も
激
変
し

た
。
二
〇
一
二
年
十
月
、
東
京
駅
は
、
国
の
重
要

文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
大
規
模
な
改
修
工
事

が
施
さ
れ
、
一
九
一
四
年
の
竣
工
当
時
の
華
や

か
な
姿
に
復
元
さ
れ
て
多
く
の
人
び
と
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、か
つ
て
、前
川
が
、﹁
黙
っ

て
い
て
も
つ
め
込
ま
れ
て
ゆ
く
都
市
空
間
を
で

き
る
だ
け
取
払
っ
て
空
地
を
つ
く
り
、
風
通
し
を

よ
く
し
て
太
陽
と
緑
の
空
間
を
人
間
の
手
に
と

り
も
ど
す
こ
と
が
、
つ
ま
り
、
現
代
の
都
市
計
画

だ
﹂︵
前
川
國
男
﹁﹁
美
観
条
例
﹂
は
不
毛
で
あ
る
﹂

﹃
新
建
築
﹄
一
九
六
七
年
九
月
号
︶
と
主
張
し
て

抗
議
し
た
美
観
論
争
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
前
川
國
男
が
求
め
た
都
市
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
は
、
よ
り
良
い
形
で
継
続

さ
れ
て
、
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
京
海
上
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
本
館
は
、
今
も
な
お
そ
の
こ
と
を
問

い
続
け
て
い
る
。

松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。
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記憶の建築
松隈　洋

東京海上ビルディング本館　1974 年
都市に広場をつくる

再開発によって激変した現在の風景　2012 年

皇居側の和田倉噴水公園から見る建物全景　1996 年



「道の空間」
　大学一年生の夏休みに、自転車で、日本アルプ
スを横断して、東京から金沢に到るという、自転
車部の合宿旅行に参加した。このとき以来、私は、
地形が織り成す景観に興味をもつようになった。
　天候、地形の起伏、道すがらの光景、すべてを
身心でまるごと実感しうる自転車旅行は、初めて
の、貴重な体験であった。
　特に、地形の起伏は、体力の消耗と直結。日本
は山国であるということを、まさに身をもって実
感した。
　この旅行体験は強い印象となって、四六時中、
自分の内によみがえってくる。しかし、これが何
を意味するのか、自分にはわからなかった。
　ともあれ、自転車旅行をきっかけに、周囲の自
然と一体になった道路や橋やダムなどに興味をも
ち、土木工学科に進学した。
　土木での講義は、構造力学、水理学、土質工学
などで、私が自転車で走っていた道路などの土木
構造物を建設するための技術だった。自分が自転
車旅行で体験した世界との接点はなく、憂鬱な日
が続いた。
　この気分が解消したのは、3 年生の時に、大学
図書館でたまたま読んだ建築家・磯崎新氏の次の
一文であった。
　「あなたは、毎日、路上にいる。ときにあなた
は旅行者になる。そして、あきらかに別種の道を
歩き、異質な都市空間を体験する。そのためにこ
そ道路はあったのではないか。（中略）複合化し
たさまざまな視覚と体験をうむ、そんな空間の発
生する場として、道路はとらえられるべきだろう。
誰もが、日常的に体験する、道の空間。」（「路上
の視覚」、みづゑ、JUNE、1965）
　私が自転車旅行で、身をもって体験、実感した
のは、「日本は山国だ」というだけでなく、「複合
化したさまざまな視覚と体験をうむ道の空間の魅
力」であったと認識した。

英国タウンスケープ派
　都市工学科の鈴木（忠義）研では、観光道路の
景観計画に取り組んでいる。その話を耳にして、
研究室を訪ねた。
　書棚には、磯崎氏が「みづゑ」誌上で紹介して
いた MIT Press 出版の The View from the Road
と と も に、Architectural Press 出 版 の Gordon 
Cullen 著 Townscape（1961），Ivor de Wolfe 著
Italian Townscape（1963）などの、英国タウン

スケープ派（British Townscape School）の都市
景観本も並んでいた。
　たとえば、Gordon Cullen 著 Townscape。歩
いて生活するスケールの町や街区。そこを歩きな
がら見つけた魅力的な景観の勘所を、シークエン
ス景観、here and there、this and that という平
易な言葉、概念で、実にわかりやすく紹介してい
て、たちまち、この本の虜になってしまう。

英国タウンスケープ派の背景
　英国タウンスケープ派の考えを支えていたの
は、ピクチャレスクの美学であった。
　「崇高」や「美」には含まれない、美的な質。
それを、18 世紀末に、プライスという美学者は、

「ピクチャレスク」と名付け、特徴は、不規則性、
多様性、複雑さ、好奇心の喚起、驚きを誘うもの、
偶然性などであるとした、という。（ニコラウス・
ペヴスナー『美術・建築・デザインの研究 I』）。
　Gordon Cullen 著 Townscape（1961）の「序」
で肯定的に使われている言葉を、邦訳本『都市の
景観』（鹿島出版会）の序文から取り出してみる。
　「驚き、仰天、ドラマ、出来事、興奮、突然、
コントラスト、演出、偶然、多様性、‥‥。」
　ピクチャレスク美学のキイ・ワードそのままで
ある。Gordon Cullen ら英国タウンスケープ派は、
退屈で生気のない都市に、「ピクチャレスクな美」
を導入しようとしたのである。
　西欧では、ルネッサンス期以降、一つの静止し
た視点から眺めた求心形式の静止透視画として、
庭園や都市がデザインされていた。
　しかし、静止透視画そのままの景観を嫌った英
国人は、18 世紀に英国風景式庭園を、さらに、複
雑なピクチャレスク庭園を、うみだした。第二次
大戦後には、英国の建築雑誌 The Architectural 
Review にピクチャレスク都市景観論が連載された。
好評だったのか、Gordon Cullen 著『Townscape』
として単行本にまとめられ、1961 年に出版された。
　日本では、この本の影響を受け、雑誌「建築文
化」が「日本の都市空間」特集号（1963 年 12 月号）
を発行して、話題を呼ぶ。

『景観の構造』へ
　私は、八十島・鈴木（忠義）研究室で、観光道
路や日本庭園の園路や神社の参道などを事例に、
卒業論文、修士論文をまとめた。
　自転車旅行で私が身をもって実感したのは、「日
本は山国だ」ということと、「道の景観の魅力」

という二つのことであった。後者は、卒論、修論
で自分なりに納得した。前者の「日本は山国だ」
は、博士課程でのテーマになる。
　平野から谷川をさかのぼり、峠に到り、峠から
谷をくだり、盆地に到達する。盆地から谷川をさ
かのぼり、峠に到り、谷をくだり盆地に到る。東
京から金沢に到る自転車旅行は、この繰り返しで
あった。
　地形は、空間を形成している。その空間を巧み
に生かして、日本人はこの列島に棲息してきた。
日本の都、神社、寺院、墳墓、庭園は、どんな考
えにもとづき、どんな地形のところに、どんな景
観と空間を生かそうと、占地（立地）したのだろ
うか。これを調べてみようと思い立った。
　こうしてまとめたのが、学位論文「景観の構造
に関する基礎的研究」（『景観の構造』（技報堂出
版、1975）、The Visual and Spatial Structure of 
Landscapes（The MIT Press、1983））である。
　景観は、歴史や自然や大地・地形と密接にかか
わる風土文化である、というのが実感であった。
　「不規則性、多様性、複雑さ、好奇心の喚起、
驚きを誘うもの、偶然性など」というピクチャレ
スク美学に基づいて、景観を操作し、デザインす
る、という考え方とは、大分異なるものであった。
　なお、『景観の構造』の第 II 編「ランドスケー
プの空間的構造」を一般読者向けに書き改めたの
が、『日本の景観』（春秋社）で、現在は、「ちく
ま学芸文庫」の一冊として出版されている。

気色、けしき、景色、風景、景観、景色
　最近考えていることに触れておきたい。
　それは、日本にはどんな「景色の歴史があった
のか」、ということである。
　西欧に、「景観という見方が生まれたこと」と、

「近代的な主体が出現したこと」と、15 世紀初頭
にイタリアで「透視画法が完成したこと」と、そ
れぞれの間には深い相関関係があったと、オギュ
スタン・ベルク氏は述べている（『日本の風景・
西欧の景観』、講談社現代新書）。
　ということは、西欧の「景観」は、パースや写
真で表現できる、きわめて視覚的な世界だ、と
いうことになる。英国タウンスケープ派 Gordon 
Cullen 著『都市の景観』（SD 選書）よりも、『日
本の都市空間』（彰国社）の方が、われわれにしっ
くりするのは、この違いによるだろう。
　日本には、古代から、以下にあげるような、視
覚に片寄らない多感覚的で多様な景色の歴史が
あった、と考えている。重要なことは、これらの
様々な景色や景色観を、将来に残すような、「持
続可能な開発」をしなければならないということ
である。
　各景色の概説は、日本建築学会編『地域環境デ
ザインと継承』（彰国社、2004）の拙稿「景観を読む」

（37-43 頁）を参照してほしい。
⑴草木ものいふ気色

⑵神々の気色
⑶国見の気色
⑷天地の自然と一体化した住処の気色
⑸四季と年中行事のけしき
⑹歌枕・名所のけしき
⑺洛中の景色
⑻文明開化・近代化の気色
⑼国立公園の風景
⑽生活環境の景観

持続可能な景色づくり
　「持続可能な開発」は、「将来の世代のニーズを
損なうことがないような形で、現在の世代のニー
ズも満足させるような開発」といわれる。今が良
ければという開発でなく、将来の人々の未来を損
なわないような開発を、ということである。
　そして、多様な可能性を将来に残すような開発
を、ということである。これは、多様な資源を将
来に残すような開発を、と言い換えることもでき
るだろう。これを、景観に引き寄せて考えれば、
先にあげた、気色、けしき、景色、風景、景観な
ど、様々な景色や景色観［注］を将来に残すよう
な開発を、ということであろう。
　そのためには、地域の気色、けしき、景色、風
景、景観など、様々な景色が読めて、見えなけれ
ばならないだろう。そこからはじめて、このよう
な景色や景色観と共存、共生できるような、私た
ちの時代の景色や景色観を私たちは育てていくこ
とができるのではないだろうか。

［注］ 「気色」、「風景」は中国から入ってきた語である。
「気色」は平安時代初期には和語化して、「けしき」と
ひらがな表記でごく一般に使われるようになったとい
われる。
　「景色」という表記は、近世になってからという。「風
景」はほとんど漢文体の文章でしか使われなかったよ
うで、よく使われるようになったのは『日本風景論』
以降の明治時代後期からと考えられる。
　「景観」は翻訳語で、学術語として明治末期に登場し
た。「景観」が一般に使われるようになるのは昭和 50
年代以降である。
　このことから、時代を考慮して、気色、けしき、景色、
風景、景観と使い分けた。なお、文明開化・近代化の
物的象徴要素を物神化していた時代の景色は、「気色」
と表記したほうがふさわしいと考えた。

樋口忠彦
新潟大学名誉教授
1944年埼玉県生まれ。
東京大学工学部土木工学科卒業、同大
学院工学研究科博士課程中退。
工学博士。
新潟大学工学部建設学科教授、京都大
学大学院都市環境工学専攻景域環境計
画学教授、広島工業大学環境学部地域
環境学科教授を歴任。
都市計画学会石川賞、サントリー学芸
賞、土木学会著作賞、建築学会賞（業
績）などを受賞。著書に「景観の構
造」「日本の景観」「郊外の風景」
「都市のデザイン（共著）」など。

大伴家持がけしきを讃める歌を詠んだ久邇京の地

Kevin Lynch著 The View from the Road

Gordon Cullen著 Townscape

Ivor de Wolfe著 Italian Townscape

樋口忠彦著 日本の景観

樋口忠彦著 景観の構造

都市デザイン研究体著 日本の都市空間

テクノロジー Technology

「道の空間」、「景観」、そして「景色」へ
−持続可能な景色の再生に向けて−

樋口忠彦
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ヤマボウシのある家今井町の家 設計：峠建築設計事務所
施工：西友建設

設計：NEO GEO／横関正人＋横関万貴子
施工：岩鶴工務店

所々に田畑が点在する住宅地の一画で間口は広いけれど変形の敷地に建
つ 2 世帯住宅である。ポッカリ開いた屋根に向かって伸びる大きなヤマ
ボウシが風に揺れる中庭からの光と緑で四季のうつろいを楽しみながら
家族それぞれのプライバシーと個性を大事にと考え広さのある玄関廻り
のみを 2 世帯の共有としている。省エネ設備の一環として太陽光発電を
設置。1 階寝室の屋根は断熱効果も考えた芝を張ったルーフテラスとし、
小さな子供たちの遊び場でもある。1 階居間の北側の開口に田畑の風景
が広がり風が通り抜けていく。表通りの道行く人達には、長く伸びる格
子戸が印象に残る住宅になっています。

重要伝統的建造物群保存地区に指定されている中世戦国時代の町並みが残
る奈良県橿原市今井町の木造2階建ての町家の全面改修である。この町家自
体は何度か増改築が行われているが、元は約200年前に建築されており、基礎
は石場立てのままである。コストの事も考え、そのままで新しい補強が出来ないか
検討した。京大小松研究室・満田衛資構造計画研究所の協力の下、床下フレー
ム・欄間フレームに格子壁を組み合わせた耐震フレームとし、意匠的にも町家に
あった改修をすることが可能となった。内部は現代の住まい方にあったプランと
し、住みやすい空間となった。元々あった通り土間も生かし、裏の離れへとつな
がっている。離れはお風呂とし、庭を眺めながらゆったりとした空間となっている。

所 在 地：大阪府泉南市
用　　途：専用住宅
　　　　　（二世帯住宅）
竣　　工：2012.11
構造規模：RC 造＋木造
　　　　　2 階建
敷地面積： 248㎡
建築面積：123.70㎡
延床面積：201.32㎡
写　　真：母倉知樹

所 在 地：奈良県橿原市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2012.11
構造規模：木造　2 階建
敷地面積： 169.60㎡
建築面積：255.58㎡
延床面積：169.60㎡
写　　真：絹巻　豊
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　　　　　　甲斐徹郎
　　　　　　（㈱チームネット代表取締役）
　　　　　　鈴木重男
　　　　　　（岩手県葛巻町長）
定員　300名（申込先着順）　入場料　無料

「堺市都市計画法に基づく市街化
調整区域内における開発行為等の
許可に関する条例」の改正に伴う
経過措置の終了について

市街化調整区域での新たな住宅開発を抑制
するとともに、緑地と農地の保全や活用に
よる緑豊かな環境と共生するまちづくりを
推進することを目的として、「堺市都市計
画法に基づく市街化調整区域内における開
発行為等の許可に関する条例」の改正によ
り、昨年、都市計画法第34条第11号に関
する規定が廃止されました。
土地所有者の方への影響が大きいことか
ら、急激な変化とならないように経過措置
を設けましたが、平成25年6月30日まで
に「堺市開発行為等の手続に関する条例第
4条第3項」の規定に基づく要否判定書が
発行されない場合、経過措置は終了とな
り、市街化調整区域内での住宅開発が認め
られなくなります。
○経過措置
平成24年6月30日まで改正前の条例の適
用が可能な土地を対象に、平成25年6月
30日までに要否判定書が発行されれば、
開発審査会の議を経て許可を受けることが
できます。また、要否判定書が発行された
ときから1年以内に都市計画法による手続
きを進める必要があります。なお、要否判
定書の発行にあたっては、要否判定依頼書
を提出して頂いてから約2週間程度の時間
を要しますのでご注意ください。
問合　堺市建築都市局開発調整部開発指導課
　　　Tel.072-228-7483

建築士の会　北摂
金沢の現代建築と歴史的街並み
をめぐる2日間
2/23～2/24　CPD7単位

今回は、「建築士の会 北摂」設立10周年
記念事業として、1泊2日の研修旅行を企
画いたしました。
日程　2月23日（土）～2月24日（日）
集合　新大阪駅周辺と千里中央駅周辺
スケジュール
　2/23　7：30　新大阪駅集合・出発～千
　　　　　　　  里中央～金沢へ
　　　  12：00　金沢市内にて昼食
　　　  13：00頃～　鈴木大拙館、金沢21
　　　　　　　　　  世紀美術館見学
　　　  15：00頃～　観光ガイドと歴史的 
　　　　　　　　　  街並み散策～宿泊
　2/24　9：30頃～　観光ガイドと歴史的
　　　　　　　　　　街並み散策
　　　  13：00　金沢市内出発
　　　  17：30頃　大阪着～解散
定員　35名（申込先着順）
参加費　会員19,500円　会員外21,000円
申込締切　2月8日（金）
申込方法　所定の申込書に必要事項をご
　　　　　記入のうえお申込ください。

電鉄会社によるまちづくり／阪急電鉄
2/28　CPD2単位

阪急電鉄による梅田の玄関口に位置する梅
田阪急ビル増改築プロジェクトについて、
写真や各種資料を交えながら紹介します。
日時　2月28日（木）　18：30～20：00
場所　大阪府建築士会内会議室
テーマ　「梅田阪急ビル保存・再生への取り
　　　　組みについて」
講師　一階聡之（㈱日建設計設計部門設計部長）
定員　30名
会費　500円（資料代等）
申込　本会社会貢献委員会
※参加申込された方は、講演会当日直接お
　越しください。

60周年記念シンポジウム
「くらしのエネルギーを考える」
～創るエネルギーと減らすエネルギー
シンポジウム～
3/16　CPD3単位

将来も安心して暮らせる街と建物につい
て、これからの「創る」と「減らす」につ
いて、みんなで考えてみませんか？
日時　3月16日（土）　10：00～16：15　
会場　大阪府商工会館7階講堂
　　　大阪市中央区南本町4丁目3-6
　　　（大阪市営地下鉄本町駅17番出口）
プログラム　　
　13：00～　基調講演
　　　　　　藤村靖之
　　　　　　（非電化工房、日本大学工学部教授）
　14：15～　パネルディスカッション
　　　　　　下田吉之
　　　　　　（大阪大学大学院教授）
　　　　　　藤村靖之

平成24年度 建築士定期講習
3/22　CPD6単位
※下記対象の方が受講されない場合、建築士
　法第10条に基づき処分対象となります。

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建
築士で、平成21年度に建築士定期講習を
受講された方、及び平成21年度以前に建
築士試験に合格後、建築士定期講習を未受
講の方は、平成24年度中（平成25年3月
末まで）に必ず受講してください。
■日時・会場
　日程　3月22日（金）
　時間　9：30～17：30（受付は9時より）
　会場　大阪国際会議場
　定員　300名
　詳細　http://www.aba-osakafu.or.jp/
　　　　pdf/20120820.pdf
■申込締切日・受講料
　2月28日（木）申込書必着
　※大阪での申込受付は郵送のみです。
　　必ず簡易書留郵便にてご送付ください。
　※定員に達し次第、受付を終了します。
　※受講料　12,900円（消費税含）
■申込先・申込書配布場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局
　※申込締切日まで営業時間内に随時配布（無料）。
　※定員に達し次第、配布を終了します。
　※申込書は㈶建築技術教育普及センター

のホームページからダウンロードも
可能です。http://www.jaeic.or.jp/k_
teiki-form_download_h24.htm

平成24年度 既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習》
2/21　CPD5単位

日程　2月21日（木）
時間　11：00～16：30
会場　大阪YMCA国際文化センター2階ホール
定員　200名（先着順かつ希望順の申込受
　　　　　　 付・定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,000円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

建築士法にもとづく「建築技術講習会」
平成24年度 第6回　～防災～
3/22　CPD3単位［統括］

建築士法第22条の4第5項に基づき、平成
24年度第6回目の建築技術講習会を実施し
ます。本講習会は年6回のシリーズで、効
率よく広範囲の学習をしていただけるよ
う、各回の内容が異なります。
日時　3月22日（金）　13:30～16:15
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
内容　・東日本大震災を教訓とした大阪府の

　　　 防災対策について
　　　・津波避難ビルの計画要件
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円、
　　　　一般5,000円（テキスト代含）

建築士の会　北河内
～大阪府域における精神医療の中心的病院施設～
大阪府立精神医療センター見学会
2/9　CPD2単位

建築士の会 北河内では、この度、大阪府立精
神医療センター、大阪ハートケアパートナーズ
及び安井建築設計事務所、戸田建設のご協
力のもと、平成24年度に完成予定の「大阪府
立精神医療センター」の見学会を行います。
日時　2月9日（土）　13：00～16：30
集合場所　京阪「宮之阪駅」改札出口前
募集　40名（申込先着順）
参加費　1,000円
※懇親会参加費　別途3,500円程度必要
行程　13：15～　　　　百済寺跡見学
　　　14：00～16：30　精神医療センター見学
　　　17：00～19：00　懇親会
※参加証は実施1週間前に出状予定です。

第1回 アジア茶会
～トルコチャイを楽しみ留学生に聞く
トルコの暮らし～
2/16　CPD3単位

世界の歴史や文化に影響を与えたものの1
つにお茶があります。そのアプローチの手段
として、いろいろな国の歴史や文化等を学ん
でいきたいと思います。今回は、トルコ・イン
ド・イランのチャイと茶菓子を選びました。
トルコからの留学生を招き、現地人ならでは
の暮らしぶりや日頃の生活の中でのお茶の
楽しみ方等…お茶を楽しみながら参加者も
交えた懇談の場をご用意しています。
後援　在大阪トルコ共和国名誉総領事館
日時　2月16日（土）　14：00～17：00
受付　13：30～開始
会場　キッチンハウス
参加費　1,500円（お茶・茶菓子代･資料代含む）
　　　　懇親会は別料金
定員　30名
※懇親会（参加費は4500円程度）は、トルコ料
　理とベリーダンスを楽しみながら交流したいと
　思います。

建築士のためのお茶会勉強会
2/20・2/26

建築士の礼儀作法のひとつとして、お茶の作
法を学ぶため毎月開催している勉強会です。
日時　2月20日（水）、2月26日（火）
　　　18：30～20：30頃まで
　　　（原則毎月第3水曜日及び第4火曜日）
費用　年会費6,000円+1回2,500円
　　　（年会費はキャンセル時の水屋料などの

ため。但し途中入会の場合の年会費は
年度末までの月数×500円となります。）

先生　藤井宗煕（そうき）先生

大
阪
府
建
築
士
会
活
動
報
告

建
築
士
の
技
術
力
Ｕ
Ｐ
、能
力
向
上
を
サ
ポ
ー
ト

辻
井
光
憲︵
建
築
士
制
度
推
進
委
員
会
委
員
長
︶

　

建
築
士
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
情
報
は
、社
会
の
変
化
に
伴

い
、構
造
や
建
築
設
備
を
含
む
建
築
の
安
全
性
の
確
保
、環
境

︵
特
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
︶・景
観
上
の
法
的
整
備
に
よ
る
頻
繁

な
法
令
の
改
正
な
ど
、枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち

建
築
士
は
社
会
的
な
変
化
や
技
術
革
新
に
伴
う
専
門
知
識
を

速
や
か
に
習
得
し
、必
要
と
さ
れ
る
場
に
お
い
て
活
用
で
き
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。建
築
士
制
度
推
進
委
員
会
で
は
以
下
の

活
動
を
通
し
て
建
築
士
の
技
術
向
上
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
研

修
や
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

①
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
普
及
と
社
会
へ
の
認
知
度
の
向

　

上
を
目
指
し
て

　

大
阪
府
公
募
型
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
対
し
て
建
築

士
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
実
績
が
評
価
基
準
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
を
受

け
、会
員
、非
会
員
へ
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
登
録
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
、団
体
や
企
業
内
部
の
講
習
会
を
受
講
し
て
も
Ｃ

Ｐ
Ｄ
単
位
取
得
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

制
度
を
推
進
し
ま
す
。こ
の
制
度
は
グ
ル
ー
プ
で
登
録
さ
れ
て
い

る
企
業
に
は
、特
に
利
用
価
値
が
あ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。そ
こ
で
、

Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
が
単
な
る
自
己
研
鑽
に
終
わ
ら
な
い
、自
発
的
な

自
己
の
能
力
ア
ッ
プ
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
制
度
で
あ
る
こ

と
を
多
く
の
建
築
士
に
理
解
し
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、建
築

人
四
月
号
に﹁
Ｃ
Ｐ
Ｄ
活
用
方
法
の
Ｑ
＆
Ａ
﹂を
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、一般
の
発
注
者
が
Ｃ
Ｐ

Ｄ
制
度
を
認
知
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

②
専
攻
建
築
士
制
度
の
普
及
を
目
指
し
て

　

専
攻
建
築
士
は
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、発
注
者
の
利

益
を
守
り
、ま
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
建
築
技
術
の
向
上
に
よ
り

多
岐
化
し
た
専
門
分
野
の
中
で
、建
築
士
の
得
意
と
す
る
専

攻
領
域
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
発
足
し
ま
し
た
。現
在
約
八
、

九
〇
〇
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。﹁
統
括
専
攻
建
築
士
﹂の
よ

う
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
自
分
の
作
品
を
掲
載
す
る
た
め
、実
務

実
績
を
評
価
の
基
準
と
す
る
、発
注
者
が
建
築
士
の
実
績
や

実
力
を
視
覚
的
に
理
解
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と
言
え
ま
す︵
士

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
で
き
ま
す
︶。平
成
二
五
年
度
は
八

期
目
の
新
規
登
録
と
一
期
目
登
録
者
の
二
回
目
更
新
と
な
り

ま
す
。ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
掲
載
用
の
作
品
デ
ー
タ
整
理
の
時
間

を
見
込
み
、早
め
の
案
内
、広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

③
一
級
、二
級
建
築
士
の
製
図
受
験
対
策
講
座
に

よ
る
受
験
サ
ポ
ー
ト

　
一級
建
築
士
、二
級
建
築
士
の
製
図
受
験
対
策
講
座
を
開
設

し
て
い
ま
す
。一、二
級
と
も
指
導
に
つ
い
て
の
十
分
な
経
験
と
実

績
を
持
ち
、か
つ
実
務
に
お
い
て
高
度
な
建
築
技
術
を
実
践
し

て
い
る
講
師
に
よ
る
、比
較
的
安
い
費
用
で
受
講
で
き
る
講
座

で
す
。受
講
者
の
皆
さ
ん
の
力
に
応
じ
た
指
導
と
、健
全
な
る

建
築
士
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、試
験
に
受
か
る
製

図
手
法
の
伝
授
と
計
画
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
絞
り
込
み
に
よ
り
、

短
時
間
で
の
試
験
突
破
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。ま

た
、結
果
と
し
て
、日
頃
の
実
務
に
も
十
分
対
応
で
き
る
製
図

力
も
身
に
付
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
国
や
大
阪
府
か
ら
の
業
務
の
受
託

　

建
築
士
法
に
定
め
ら
れ
た
、建
築
物
の
設
計
、工
事
監
理
を

行
う
技
術
者
と
し
て
の
資
格
を
も
つ
建
築
士
の
業
務
の
適
正

を
は
か
り
、建
築
物
の
質
の
向
上
に
寄
与
さ
せ
る
た
め
に
、建
築

士
法
に
基
づ
く
国
家
資
格
取
得
の
建
築
士
試
験
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、建
築
士
免
許
の
登
録
申
請
や
閲
覧
に
関
す

る
受
付
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、建
築
士
に
よ
る
デ
ー
タ
改
ざ
ん
事
件
や
、建
築
士

免
許
の
偽
装
な
ど
、新
聞
紙
上
に
建
築
士
の
不
名
誉
な
記
事
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、一般
市
民
や
発
注
者
か
ら
、そ
の
信

頼
性
を
問
う
厳
し
い
目
が
建
築
士
に
向
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。建

築
士
制
度
推
進
委
員
会
は
以
上
四
つ
の
目
標
を
持
ち
、建
築
士
の

信
頼
性
回
復
に
寄
与
す
る
た
め
地
道
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

辻井光憲
大和ハウス工業㈱本店
建築事業部設計部勤務
統括設計専攻建築士
1954年 福岡県大牟田市生まれ
1979年 九州大学工学部建築学科卒
大和ハウス工業㈱入社

蔵書管理・有効活用に関するお知らせ

本会の事務局経費の見直しにより 3 月末に事務局スペースのレイアウトを変更します。その

結果生じる書籍保管スペースの減少に伴い、現在、本会事務局に保管されている蔵書の利用・

管理方法の見直しと整理作業（書籍の整理・処分、建築系大学等への寄贈）を行っております。

整理後は、蔵書の詳細を会員に開示し、新刊雑誌を含む図書の自由な閲覧制度の確立も含め

て、建築人及びホームページで逐次公開してまいります。

会員各位におかれましては、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

建築情報委員会図書 WG
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Administration
行政からのお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

本会の催し参加申込方法
FAX・メール・郵送で、催し名、
参加者名、会員 No、勤務先、参
加証送付先住所、同電話 &FAX
番号（自宅又は勤務先）を明記
の上、事務局までお送り下さい。
問合・申込
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/



 
大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
高
尚

　

生
駒
時
計
店
は
明
治
三
年
︵
一
八
七
〇
年
︶
に

創
業
。
当
時
は
御
堂
筋
淀
屋
橋
に
店
を
構
え
て
い

た
が
、
御
堂
筋
拡
張
工
事
の
た
め
移
転
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
五
年
に
︵
一
九
三
〇
年
︶
現

在
の
堺
筋
沿
い
に
移
転
・
竣
工
し
た
。
設
計
は
堺
筋

難
波
橋
な
ど
の
設
計
者
の
宗
兵
蔵
で
、
施
工
は
大

林
組
に
よ
る
。

　

建
物
規
模
は
地
上
五
階 

地
下
一
階
建
て
で
、
構

造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
外
装
は
当
時
流
行
っ
て

い
た
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
と
テ
ラ
コ
ッ
タ
に
よ
る
流
麗
な

装
飾
を
ま
と
っ
た
造
り
で
、
緻
密
な
装
飾
デ
ザ
イ
ン

は
人
々
の
心
に
訴
え
か
け
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
〇

年
︵
一
九
四
五
年
︶
の
大
阪
大
空
襲
に
よ
り
、
周
辺

は
焼
け
野
原
と
な
っ
た
が
、
堅
牢
な
つ
く
り
で
あ
っ
た

ビ
ル
ヂ
ン
グ
は
戦
火
を
乗
り
越
え
現
在
に
至
る
。

　
こ
れ
ま
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
美
点
を
ま
も
り
つ
つ
、
改

修
及
び
修
繕
工
事
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
竣
工
当

時
よ
り
も
魅
力
を
増
し
た
建
築
と
な
っ
て
お
り
、
後

を
継
が
れ
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
職
責
を
全
う
す
る
姿

勢
と
行
動
力
に
感
銘
を
受
け
る
。
理
解
あ
る
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
と
建
築
の
在
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時　
一月
十
六
日︵
金
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
四
七
名
︵
委
任
一三
名
含
︶
監
事
二
名

　
　
　

名
誉
会
長
、
顧
問
、
相
談
役
他
七
名

︵
１
︶ 

二
四
年
度
収
支
決
算
見
込
み
報
告

本
年
度
の
決
算
見
込
み
を
収
支
差
引
約
二
〇
〇
万

円
弱
の
黒
字
予
測
と
し
て
い
る
。

収
入
で
は
、建
築
士
試
験
業
務
の
終
了
決
算
で
前
月
よ

り
増
加
が
見
込
ま
れ
、今
後
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
や
木
造
耐
震

講
習
会
、定
期
講
習
で
年
度
末
ま
で
の
収
入
も
見
込
ま
れ

る
。支
出
で
は
、地
域
の
事
業
活
動
費
を
計
上
し
て
い
る
。

︵
２
︶ 

地
域
貢
献
活
動
基
金
の
要
綱
と
規
定

公
益
法
人
移
行
に
伴
い
基
金
の
要
綱
と
規
定
を
一
部
改
定

す
る
事
項
。要
綱
で
は
、助
成
の
対
象
は
、﹁
会
員
建
築
士
﹂

か
ら﹁
建
築
士
﹂に
変
更
す
る
。ま
た
、建
築
士
が
不
在
の

場
合
は
本
会
か
ら
派
遣
支
援
を
す
る
。規
定
で
は
、連
合
会

か
ら
の
助
成
金
が
二
四
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
を
受
け
て
、

二
五
年
度
か
ら
地
域
貢
献
活
動
の
運
営
金
を
本
会
内
の

特
定
資
産
と
し
て
基
金
に
振
替
え
て
会
計
処
理
を
す
る
。

︵
３
︶評
議
員
会
の
今
後
に
つ
い
て

公
益
法
人
移
行
に
伴
い
評
議
員
が
役
員
か
ら
外
れ

る
こ
と
に
な
り
、二
四
年
度
を
も
っ
て
評
議
員
会
を
解

散
す
る
。二
月
七
日
の
評
議
員
会
で
は
、会
長
よ
り

解
散
及
び
今
後
の
総
会
へ
の
理
事
推
薦
に
つ
い
て
説

明
の
う
え
、意
見
交
換
を
行
う
。

︵
４
︶定
期
講
習
受
講

国
交
省
は
、未
受
講
者
が
本
年
度
末
ま
で
に
受
講
し
な

か
っ
た
場
合
、戒
告
ま
た
は
業
務
停
止
処
分
の
対
象
と

な
る
文
書
を
対
象
者
に
発
送
を
行
っ
た
旨
を
報
告
。

︵
５
︶公
益
社
団
法
人
本
申
請
進
捗

本
会
は
四
月
一
日
の
公
益
移
行
を
目
指
し
て
、昨
年

十
二
月
十
二
日
に
本
申
請
後
、一
月
十
一日
の
公
益
等
認

定
委
員
会
を
経
て
、現
在
第
二
回
目
の
同
委
員
会
に
向

け
て
大
阪
府
建
築
安
全
課
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　
　

建
築
相
談

　
　

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
七
︶

　
　

建
築
士
・
設
計
事
務
所
と
し
て

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

今
月
の﹁
建
築
相
談
﹂コ
ー
ナ
ー
は
、相
談
委
員
会
の

阿
部
芳
明
委
員
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。阿
部
さ
ん
の

相
談
委
員
と
し
て
の
経
験
か
ら
事
務
所
を
始
め
た
頃
の

思
い
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

建
築
士
と
し
て
社
会
に
ど
う
い
う
貢
献
が
で
き
る
の

か
、何
を
大
切
に
し
て
い
く
の
か
、一
方
で
し
っ
か
り
と
し
た

報
酬
を
得
て
健
全
な
事
務
所
経
営
を
ど
う
す
る
の
か
、

永
遠
の
課
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

先
日
、建
築
相
談
業
務
を
し
て
い
た
と
き
、相
談
者
か

ら﹁
二
階
建
て
の
長
屋
の
端
の
家
が
解
体
す
る
と
言
っ
て

き
た
が
、隣
接
す
る
私
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、

ま
た
端
の
家
の
方
に
何
を
要
望
し
た
ら
良
い
の
か
教
え

て
ほ
し
い
﹂と
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

常
識
的
な
回
答
を
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
た
ら
、突

然
相
談
者
が
声
を
荒
げ
て﹁
そ
の
程
度
の
事
は
俺
で
も

説
明
で
き
る
。建
築
士
な
ら
建
築
士
ら
し
い
説
明
を
し

ろ
﹂と
怒
鳴
り
ま
し
た
。こ
の
相
談
者
は
、自
分
の
連
絡

先
は
教
え
ず
、﹁
相
談
し
て
い
る
物
件
が
ど
こ
に
あ
り
、

仕
様
や
築
何
年
ぐ
ら
い
経
っ
て
い
る
の
か
な
ど
教
え
て
ほ

し
い
﹂と
言
っ
た
ら
電
話
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、﹁
建
築
士
な
ら
建
築
士
ら
し
い
説
明
を
し
ろ
﹂

怒
鳴
ら
れ
た
こ
と
は
妙
に
胸
に
突
き
刺
さ
り
設
計
事
務

所
を
開
設
し
た
時
の
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
、大
手
の
流
通
業
に
勤
め
、全
国
各
地
の

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
業
務
や
百
貨
店・ホ
テ
ル・

第
三
セ
ク
タ
ー
の
ユ
ー
ザ
ー
側
の
監
理
業
務
に
従
事
し
ま

し
た
。設
計
事
務
所
を
開
設
し
た
い
と
思
っ
た
の
は
、神

戸
の
ホ
テ
ル
を
担
当
し
て
い
る
時
、阪
神
大
震
災
に
遭
遇

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。借
り
て
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
芦
屋

市
の
国
道
二
号
線
沿
い
に
あ
り
半
壊
、建
設
中
の
ホ
テ
ル

に
使
っ
て
い
た
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
ボ
ル
ト
は
せ
ん
断
力
で
教

科
書
ど
お
り
紙
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
た
よ
う
に
切
断
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
惨
状
を
見
て﹁
コ
ス
ト・
デ
ザ
イ
ン
﹂優
先
で
な
く

﹁
安
全
で
使
い
や
す
い
建
物
を
つ
く
る
﹂が
大
切
だ
と

痛
感
し
ま
し
た
。

　

設
計
事
務
所
開
設
時
は
、大
手
の
事
業
会
社
の
業

務
委
託
や
医
療
関
係
の
仕
事
も
あ
り
、収
支
が
マ
イ
ナ

ス
で
な
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。し
か

し
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不
景
気
も
あ
り﹁
コ
ス
ト
に
見
合
っ

た
安
全
で
使
い
や
す
い
建
物
を
つ
く
る
た
め
、発
注
者
と

施
工
業
者
の
間
に
た
っ
て
﹂と
い
う
設
計
者
の
思
い
は
通

じ
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

設
計・監
理
で
の
失
敗
は
、大
阪
府
内
の
再
開
発
ビ
ル

の
中
に
診
療
所
を
設
計
し
た
際
に
起
こ
り
ま
し
た
。空

調
だ
け
は
請
負
か
ら
は
ず
し
て
ほ
し
い
と
い
う
施
工
者

に
何
と
か
お
願
い
し
て
工
事
を
完
成
さ
せ
た
の
で
す
が
、

空
調
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
し
た
。床
面
の
温
度
は
設

定
通
り
の
温
度
で
し
た
が
、天
井
付
近
の
温
度
は
高
く
、

患
者
さ
ん
や
医
者・看
護
婦
さ
ん
達
か
ら
、室
内
に
居
る

と
頭
が
痛
い・の
ぼ
せ
そ
う
と
の
ク
レ
ー
ム
が
多
発
し
ま
し

た
。原
因
は
、設
計
時
の
医
療
機
器
の
熱
負
荷
よ
り
施

工
後
の
熱
負
荷
が
多
く
、加
え
て
患
者
が
増
え
、看
護

婦
さ
ん
の
人
数
も
増
え
た
た
め
空
調
の
排
気
量
不
足
で

し
た
。さ
ら
に
ビ
ル
側
の
排
気
容
量
が
足
り
な
い
こ
と
も

わ
か
り
、結
局
看
護
婦
さ
ん
の
数
を
減
ら
し
、医
療
機
器

の
変
更
を
し
て
対
応
し
ま
し
た
。こ
の
工
事
の
施
工
会
社

は
、こ
の
手
の
空
調
ク
レ
ー
ム
が
多
い
こ
と
を
知
っ
て
い
て
空

調
工
事
を
断
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

設
計
事
務
所
の
運
営
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

発
注
者
と
請
負
者
の
間
を
と
り
も
つ
作
業
や
業
務
は

必
要
で
す
。今
後
も
試
行
錯
誤
の
中
で
日
々
の
業
務
を

実
践
し
て
み
ま
す
。倫
理
観
と
建
築
の
安
全
確
保
は
建

築
士
の
最
も
必
要
な
事
で
す
。同
時
に
安
定
し
た
健
全

な
事
務
所
経
営
も
同
じ
ぐ
ら
い
大
切
で
す
。

建築人　２
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児童養護施設 三ヶ山学園　野村充

　2歳から18歳の子供たちの生活の場となる児童養護施設で
ある。「大きな家」をデザインコンセプトにし、感受性豊かな
子供たちが自然を感じながら気持ち良く暮らせる施設のデザ
インを目指した。
　敷地外周部に居室群を並べ、中央部にできるヴォイドを大
きなコモンスペースにする配置計画とした。コモンスペースの
1・2階は吹抜けのあるリビング・ダイニング・フリースペース
で、緑や自然光に溢れる温かな空間とした。3階はルーフガー
デンにし、子供たちの屋外での遊びのスペースとしている。各
階はテラスやルーフガーデンを介して視覚的に関係づけられて
いる。全ての生活動線をコモンスペースを巡る位置に配置し、
子供たちの自然な交流や活動が触発されるように考えた。
　外壁と屋根には外断熱工法を採用し省エネルギーを図って
いる。外装は手作りの感触が残る特注のせっき質無釉タイル
貼り仕上げとし、タイル壁面から突出した居室部分は再生木
のルーバー仕上げとした。内装床はパイン無垢材フローリン
グの植物性オイル仕上げで、子供室の家具類もパイン材の
特注品とした。子供たちの感性を刺激する設えとして、アート
作家に依頼したオブジェとガラスモザイクのベンチを設置し
ている。
撮影：名執一雄　第58回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■建物データ
設　　計：野村充建築設計事務所
施　　工：東亜建設工業
所 在 地：大阪府貝塚市東山2-1-1
竣　　工：2010年
構造規模：鉄筋コンクリート造
　　　　　一部鉄骨造 地上3階
敷地面積：1,736.62㎡
延床面積：2,089.89㎡

■プロフィール
1948年 三重県生まれ
1970年 京都工芸繊維大学卒業
1970年 竹中工務店入社
1980-81年 J.ポルシェック、P.グラック＆
　　　　　 アソシエイツ（ＮＹC）
2006年 野村充建築設計事務所設立
現在 関西学院大学総合政策学部
　　 非常勤講師


